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流星電波観測における干渉計システムの基礎開発②■

概要

流星からの前方散乱エコー電波を観測する、流星の電波観測（ ）がHRO

近年活発化している。しかし、その出現方向算出には有効な手法が確立して

いない。３基のアンテナを直角三角形に設置し、電波天文学に置いてメジャ

ーである「電波干渉計」の技術を に導入する事により、流星の出現位HRO

置を検出する 干渉計装置（ ）を開発した。流星の出現位置HRO 3chHRO-IF

の検出には到来電波を複数のアンテナを用いて観測し、その位相差から信号

の到来方向を算出する。位相差検出のため局部発振器を共有させた受信機を

用い、ダウンコーバートした受信信号を ボードへ入力する。その後本研AD

究で開発したディジタル信号処理により、各信号の位相差を取る。位相差検

出のアルゴリズムについての詳細とその結果得られた電波到来方向の例につ

いて検討し、 システムの流星出現方向データ取得の性能につい3chHRO-IF

て評価する。




